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1 はじめに

前期古峨の研究は， これまで多方面からなされてきた。現状をさらに一歩進める_1皇で，一番

重要なことは，まず特定の地域を限って，分布調査を含め，一基ずつ丁寧に澗査を進めてゆく

ことであると考える。錐者はそういった観点に雑づいて，かって向日丘陵の前期古墹の調査を
瀧①

企図したことがあった。

山城に於ける前期古墳のあり方をみると，おおまかにいくつかの群にグルーピングし得ると

思うが，その中で諏要でありながら最も調査の遮れているのが，椿井大塚l l l古墳を含むIjl城南

部の地域であろう。

この地域に於ても，かって梅原末治博士らの粘力的な洲査により，かなりな部分まで古戦の
雛②

内容等は明らかにされている。しかし当時の研究の動向を反映して，峨丘調査や遺構の充分な

調査の実施されていないものが多い。

このような状況を踏まえて，先述した視点に基づき， まず今回，栫井大塚山古噴から至近の

距離に所在する平尾城l.l.l古墳をとりあげ，第一次発掘調査を実施することにした。

調査に際しては，財団法人高梨学術奨励基金の援助を受け， また棚;》忠雄氏を始めとする土

地所有者ならびに地元の方々， 山城町教育委員会，京都府文化財保継課の多大の御協力を得

第1図平尾城山古墳付近地形図
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第2図平尼城山古職全景（北から）

た。あつくお礼申上げたい〃 (近藤秀一）

註

①京都大学文学部考古学研究室l旬日丘陵古職群調査団『京都向日丘陵の前期古墳群の調査』（『史林』第

54巻第6号，京郁， 1971年）

②梅原末治『棚倉付平尼ノ古戦』（『京都府史峨勝地洲査会報告』3，京部， 1922年)。『南山城の前方後
円職』（『龍谷大学文学部考古学資料室研究報告』 I ,京都, 1972年）

2 発掘調査の経過

昭和51年度の平尾城山古境の発掘調査は以

下の円程で行なわれた。

8月20,21日器材の運搬，設営を行なう。

8月23日後円部の樹木伐採，噛丘測雌を

開始◎後円部墳頂の三角点を移設する。

8月27日竪穴式石室朧掘坑の清掃。

8月29H古墳鎮魂式を行なう。後|1]祁竪

穴式石室の発掘開始。

9月8f:I 後円部に鋪I I､レンチ設定。

9月23I1 竪穴式石室発伽完了。竪穴式石

室の写真搬影を開始。噛丘測戯終了。

9月25, 26日竪穴式石室実測。鯛Iトレ

ンチ写真撮影，実測。

10月4「I 総ての作業を終了。現場撤収。

－‐ 3－‐
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第4図平尼城山古墳後円部（前方部から）

3 立地と墳丘（第1図～第5図）

古墳は木津川東岸の丘陵上に築かれた前方後円墳である。この丘陵端には現在稲荷社の祀ら

れている円戦があり，南約7001nの丘陵には同様に尾根を利用した椿井大塚山古墳がある。

また北約800mには弥生の集落と推定される涌出宮遺跡がある。古城の位置する丘陵は標高

473.3mの三上山から西に延びる尾根の一つで， この尾根は先端近くで経く南西を向いている。

職丘はこの屈曲部分で稜線を切断して築造されている。地形測蹴の結果, 845mの等高線は尾

根の奥に続くが, 85m等高線は墳丘を廻っている。墳丘の南側は筍簸の開墾で大きく削られて

おり，北側もくびれ部から前方部にかけて開墾により原

形を損っている。しかし後円部北側と前方部北両側は良

く原形を留めていると思われる｡これにより峨丘を復元

すると， ほぼ85m等高線を基底として，全長約110m,

後l'J部径約70m,商さ約11.5m,前方部'l'圃約38m,高さ

約6.8mとなり， 主軸の方位はN67｡48'Eである。等高

線を観察すると，後円部では88mと91mのあたりにせま

い平坦部がある。前方部ではあまりはっきりしないが

87.5mあたりにややWllな部分が認められるn

これにより，後円部は三段，前方部は二段の築成であ 第5図発掘前の祭礼
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ったと惟定される。

（植山茂）

4 竪穴式石室

の調査

(表紙・第7図～第9図）

後|1J部の職頂は大規棋

な盗掘を受けており万室

確体および裏込めの石材・

が，境頂部一帯に散乱し

ていた。さらに，職頂の

南側は筍籔の土入れのた

めに大きく決りとられて

いた。

この＃j側の断il'iを観察

すると，竪穴式石室が一

つ，そのすぐ西1111に二つ

の粘土柳が認められた。

今回は， このうち竪穴式

石室の調査を行った－

調査は， まず添掘坑の

淌掃から行った。盗掘は

かなり徹底して行われて

おり, I I 1央の粘土床では

地山まで掘りぬいている

ところもあった。したが

って，万室の雛休につい

"6191 後円部郵石と埴輪列（東から）
てはまったく原位世を剛

めておらず，粘土床も北半の撹乱がはげしかった。しかしI楠半では比較的残りが良く，遺物に

ついても鉄鎌など原位悩を留めるものが検出されている。

石室は，地山に約15mの盛り土を行い， その後2m以上掘り下げてほぼ隅丸方形の蕊拡を

作っている。 'l'i{は中央付近で約5.5m, 長さはⅣj端を欠くので不|川であるが, 11m～121nほど

のものであったと推定される。州り方の傾斜は約50.であった急

粘土床は北半がかなり撹乱されていたが，規椣は知ることができた。それによれば，全長は

約7.5m,幅は巾央で約1.7mであった。粘土床の両肩のI胴(木棺の外径)は約75cnlであった。屑
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から床までの深さは約30cmで，粘土床床面の厚さは15cnlである。床而は南半では保存状態が良

好で，木棺の木質が一部残存しており， また朱が顕著に認められた。

粘土床は北側が高く，南に向ってやや勾配をつけており，南端では粘土を立ち上がらせるこ

となく，そのまま排水施設に続く。

排水施設は粘土床の南端から，主軸にほぼ45｡の角度で，南東方向にのびている。最下部に

10～15cmほどの礫を縦長に整然と配列し，その上に同様の礫をつめ込んだものである。股下部

に敏きつめられた礫の上面には，朱の付着が顕著であった。なお， この排水施設は，ほぼ1m

のところで，筍鮫の土取りのために破壊されており，末端の状況を知ることはできなかった。
註①

石室の壁休は石英粗而岩を用いていたが，すでに述べたように，最下部まで完全に破壊され

ていた。裏込めの石材は，主として, 10cm程度の礫を用い，要所に30～50cmほどの大型の礫を

用いて補強をはかっている。北側の掘り方確認のために，裏込めの石をトレンチ状に除去した

が，粘土床の北端から約70cm北方で，径18cm,深さ約50clllの柱穴を確認した。粘土床の周囲に

さらに広がりを持つものかとも推測されたが，今回の調査ではこれ以上掘り拡げなかった。埋

葬の儀式に伴うものであろうか。なお，石室の主軸は，墳丘の主軸と概ね直交し，ほぼ真北を

さし示していた。 （寺島孝一）

註

①石材の鑑定は、滋賀大学の都出比例志氏を介し、京部大学地質鉱物学教室清水大吉郎氏と京都大学の

清水芳総氏の御教示をいただいた。

第7展I平尼城山古墳竪穴式石室（西から）
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5 遺物の出土状況

("10図・鰯11図）

Wi士床も竪穴式石室同様に撹乱を受け

ていたが南半部はかなり良好に原状をと

どめていた。南半約4mの全illiにわたっ

て朱がi認められ，南半部'11央には木椛の

木質が一部残存し，鉄片，石釧，鉄鍬，

鉄剣，鉄錐，鉄幣などが原位|閂に近い状

態で発兄された。

鏡は’粘土床1判端から約2m北lllllの棺

材の一部と思われる水質上より鏡Imを上

にして川土した。細片であり，悦乱lIfの

作川を受けているものとみられる。

石釧は，粘土11<南端より約3m北側の

粘土床中央部に災||｜して認められ，完形

品2点を含む数仙|休分の破片.が検II1され

ている。

この石釧群の西側の粘土床1I部に1個

体分の鉄剣が侭かれていた。鉄剣はこの

ほか破片3点が粘土床南部東側において

検出され，その出土状況からすれば，本

来粘土床東肩部に|間かれていたものと推

測される。

鉄倣は粘土床より19本出土しており，

それらの大半は先端を北に向けて粘土床

|櫛部に集中してみられた、この南部に位

慨するものは，粘土床の東l1lllとMLi lllllの少

なくとも2群にわけて置かれたものとみ

なされる。これら南部に位i趾するグルー

プのほかに’鏡片の出土位il|,iのﾈll i上床來

IJWl'll)Ijにも1本ずつ認められ， この部分

が撹乱を受けていることからすれば，両

I1部にも何本かの鉄鰊がまとまって瞳か

れていたものと樅測される。ところで，

粘土床南部西側に位置する8本のグルー

第101列而釧出土状態（西から）

"111Yl鋏識出二11状態（東から）
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プは，いずれも蕊頚式でそのうち4本が先端を北にそろえて並慨されており，茎には矢柄の痕

跡が認められる。粘土床南端には排水施設が造られており’ この間の距離は約60cmをはかる。

これらの鉄鐡が原位i趾を動いていないものとすれば，矢柄の長さとともにそれらの埋悩法など

岩干の問題を含むものといえよう。

鉄鉋と鉄難は， これら粘土床南部に位置する鉄嫉の東西両グループから各々に出土してい

る。

石室全体が後lllの悩乱を受けているため，本来のi,ill葬過物の諏類や点数およびそれらの埋置

状態の詳細は定かでないが，少なくとも鉄鐡をはじめとする鉄製武器･工具類が，粘土床南部

に集! ' |して置かれた傾向は指摘し得るであろう。粘土床のレベルは北から南へかけて緩やかな

tii斜をもって下がっていることや，かつて出土した鏡類が粘土床北半祁に存在した可能性が強

いことを亜祝すれば，遺骸は'lj央ないしゃや北寄りに頭部を北にlilけて埋葬されていたことが

推定される。 こうした遺骸の位世に対する鉄製武器･工具類の副葬位置は，鉄鐡のうち鑿頭式

のものが90％以上の比率を占めることや長大な粘土床を有することなどとともに，本古墳の性

格の一端を示すものといえるであろう。 （乗安和二三）

6 金属製品("13IXI～第20図）

鏡：径約3cmほどの細片で， 内区の一部。佑製三iIj縁三神三獣鏡ないしは三和II五欺鏡と推定

される。粘土床南部木梢内より出土した。

鉄剣：いずれも破片で，約10個体分検出された。長さは明らかではないが，身幅は3cm前後

のもので， なかには韮をもち木質の錺着しているものも認められる‐粘土床I|1央部四ﾙjの一個

体を除き，大半は粘土床南部束肩に世かれていたものと推測される．

鉄嫉：副葬品のII!で肢も数が多く，粘土床より194N,撹乱土'l 'より14本検出された。これら

は， いわゆる定角式と称されるもの2例を除き，他はすべて鑿頚式とⅡfばれるものである。身

の長さ約3.3～4cm,身幅約1.5cm,1'j[さ約0.5～1cmで， 長さ約2cmの茎をもつ。 これらの大

半は，粘土床南部よりまとまって出土したものである．

鉄斧：全長8.5cm, 刃I隔4cmの小型の有釜式のもので， 』,§部から刃部へかけてやや広がる形

状を呈す。後円部斜面の二次堆砿土II!より出土した．

鉄鉋：錐ないしは鉋と堆測される破片が6個体分出土している いずれも幅約0.6cm程度の

小型のもので，木質をよく残すものもみられる。大半

が粘土床南部で出土している。

鉄雛：破片ばかりで7個体分出土している。身の長

さ約7cm, 幅約0.5cmの小型のものである。大半が鉄

倣や鉋と一緒に粘土床南部で検出されている。

塗診

でご了でご一つ←===) E--(乗安和二三）

"131Xl 鏡片拓本
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第16図俵|ﾘ部出土鉄斧

第14図竪穴式石室出土

鉄嫉・鉄鉋

《

■

第151劇竪穴式石室出土鉄剣
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！
第17図 1膿穴式石室出土鉄鯲 鮒19図鰹穴式石室出土

鉄器

９
弓
鼻

粥20図竪穴式石室出土

鉄器

第18図竪穴式石室出土鉄剣

7 石 釧（第21図・卵22図）

竪穴式石室'l'央部の粘土床南半分の木縮跡からは，第21図，第22図の石釧|が出土している。

鰭21図左側は，木棺跡床面から出土した8片の石釧破片を接合したもので，完形品である。直

if7.4cm,尚さ.1 .4cnlで, _l二半の斜面には波状のmi取りをし, I I !央に枇方imの刻線が施され，下

半分はU字形にlulんだ太い櫛が一周する。下而，内面は1とらである。方側の訓はif[径7c,n,高

さ1.4cnlの完形品である。細かい刻線を二段に放射状に施こし， 中央に樅方向の刻線を一周さ

－12－
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第21IXI竪穴式石室出土石釧

鴎
一一 一一噸

’

第22図竪穴式石室川土石釧
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せる。 －ドmi,内imは平らである。第22図は，上段の4つ, ' | '央左の2つ, ! | !央右の1つ, =ﾄﾞ段

の2つの4種類の石釧である‐今回発見された祠釧には，形態と文様によって，第21図と第22

図に示した6師類が存在する。 lﾘj治36年に平|色城III古墳から発兄された石釧は，現在，東京大

学人類学研究室に所蔵され， この中には今IⅡ|発見されなかった他種の石釧も存在し，平尾城山

古墳にmll非された石釧の形態と文様は, 7種獺あるいは8極撤以_l:になるものと思われる。

（飯脇武次）

8 埴 輪（第6図・卵12図・蝿23図～第25図）

後|リ部の束斜面に設けた幅2mのトレンチ内で，墳頂肩部をl 'j形にめぐるl'j筒埴輪列の一部

を確認し， また蕊拡内の流土'l!から多量の城輪片を検出した。その他， くびれ部北側をはじめ

墳丘の各所で破片を採集した。

普通I'J間の平均的な大きさは，底径30～35cm,II縁部幅2～5cm, '1!間段帆16～18cm,蚊下

段幅20～23cmをはかる｡ LI縁部は幅が極端に狭く，外反する｡段数はおそらく5段と思われ

る．朝顔形III筒地輪は，普通円筒より底径が小さく , 22～26cmを計り，頚径17cmlll後， 「l径36

cm前後を計る。口縁部はあまり開かず， ルィ部は球形の丸みをもつ。

｜リ筒埴輪の製作は，幅約12cmの二枚の粘二上冊:をもって， まずII｣形の於部をつくる。その際，

一方の州:を他方の内側におしつけて接合する。そうして， その｣二に反ll*計回りに粘土紐を巻き

あげる。「|縁部に至るまでに途' | !幾度か巻きあげを停止し， そのつど巻きあげ部の内外面を調

整したのちタガをつける．

外面洲盤は， タガをつけるI)1のタテハケによる洲盤でとどまるものと， タガをつけたのち，

さらにタガ間をナデあるいはタテハケで再調樅したものとがある。 ヨコハケを用いたものはき

わめて少ない。そのほか，底部付近の外而にヨコケズリを施したものがある。

内面調盤は， ハケ･ナデ･ケズリの各種がある．ケズリは， 円筒耽輪を倒立して施している。

施す部分は下祁に限られる。方li11はタテ・ナナメ・ヨコがある。

タガは総じて突出が高い。 IWfim形でみると_|_辺・側辺が内鞭している。 タガをつけるまえに

器壁に方形の刺突を加え，つけたのちII"l･回りのヨコナデを施している。

スカシ孔は，逆三角形と長方形があり，前者が多い←三角形もあったようである。孔の大き

さは差異がある。孔の全体の配iiftはあきらかにできないが，破ﾊﾞのなかに，各段に孔があった

ことを示すものや， タガ間に三II&lの逆三ｲl形を配したとみられるものがある。

形象埴輪は，後円頂部の各所から，遊離した状態で出土した。刑llﾊ･であるため多くは種顛さ

え不明であるが， その'l!で，家形埴輪の存在は疑いないcまた,"1']形の合子形地'陥とおぼし

きものがある。

円筒埴!陥・形象埴輪とも，外而に塗朱されている。また，黒斑を有する点からみて，焼成方

法は害窯によらない野焼きであったと推測される。

埴輪のほか，後円頂西区から土師器片を採集した。そのなかに布制式と思われる破片があ
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る。また，羽釜・陶磁器・瓦ﾊﾞが後円部から，弥生IIf代後期の土器ハが封土II!から出土してい

る。

｜ﾘ筒1111輪の外面洲雅・タガ・スカシ。ならびにil,ﾘl顔形l '｣筒｣閥iliiiの阿部の形態からすれば1'｢MI

の時期は，私案による埴輪編年の第1期に該当する。実年代でいえば, llLIIIt紀! | !難に比定でき

る｡ (川西宏幸）
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